
法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
三

別
表
第
三

無
機
薬
品
及
び
有
機
薬
品

無
機
薬
品
及
び
有
機
薬
品

一
〜
百
二
十
四

（
略
）

一
〜
百
二
十
四

（
略
）

百
二
十
五

セ
イ
ヨ
ウ
ハ
ッ
カ
油
（
過
敏
性
腸
症

候
群
治
療
薬
に
限
る
。）

（
新
設
）

百
二
十
六
〜
二
百
七
十
三

（
略
）

百
二
十
五
〜
二
百
七
十
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表

別
表

一
般
名

適
用
日

一
般
名

適
用
日

（
削
る
）

（
削
る
）

セ
イ
ヨ
ウ
ハ
ッ
カ
油

令
和
七
年
八
月
三
十

一
日

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

プ
ロ
ピ
ベ
リ
ン

（
略
）

プ
ロ
ピ
ベ
リ
ン

（
略
）

セ
イ
ヨ
ウ
ハ
ッ
カ
油

令
和
八
年
八
月
三
十

一
日

（
新
設
）

（
新
設
）

そ

の

他

告

示

（
別
表
）

国
債
の
名
称

記
号

額
面
金
額
の
総
額

額
面
金
額
100円

当
た

り
の
買
入
価
格

利
付
国
庫
債
券
（
物
価
連
動
・
10年
）

第
23回

700000000円
10125円

〃
第
25回

2200000000円
10230円

〃
第
25回

2000000000円
10235円

〃
第
25回

1000000000円
10240円

〃
第
25回

5000000000円
10249円

〃
第
27回

100000000円
9914円

〃
第
28回

400000000円
9755円

〃
第
28回

500000000円
9760円

〃
第
29回

3100000000円
9475円

合
計

15000000000円

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
八
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
三
十
六
条
の
七
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
六
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
第
一
類
医
薬
品
及
び
第
二
類
医
薬
品
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に

改
正
し
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

黄
川
田
仁
志

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生

省
令
第
一
号
）
第
二
百
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全

性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
百
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医

薬
品
及
び
期
間
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和

八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

黄
川
田
仁
志

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
四
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

令
和
八
年
度
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
実
弾
射
撃
訓
練
に
お
け
る
訓
練
実
施
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
八
月
三
十
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
十
六
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

百
九
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
三
十
七
号

国
債
証
券
買
入
銷
却
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
令
和
八
年
七
月
十
五
日
に
買
入
消
却
し
た
国
債
の
名
称
等
を
別
表
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
武
雄
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
武
雄
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）


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